
大
宝
山

蓮
生
寺
の
歴
史

蓮
生
寺
は
、
開
基
教
秀
法
師
が
信
州
松
本
よ
り
天

文
五
年
（
一
五
三
六
年
）
新
天
地
開
拓
を
志
す
当
時
の

門
徒
二
十
余
名
と
共
に
濃
州
井
ノ
口
に
移
住
し
、
岐
阜

明
屋
敷
に
庵
を
か
ま
え
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の

時
、
初
代
教
秀
法
師
と
共
に
岐
阜
に
移
住
し
て
き
た

門
徒
の
方
々
の
う
ち
、
数
人
の
子
孫
が
現
門
徒
と
し
て

続
い
て
い
ま
す
。

開
基
教
秀
法
師
は
、
信
濃
国
塚
間
群
府
中
橋
延
の

大
宝
山
正
行
寺
の
二
男
で
、
こ
の
正
行
寺
は
源
平
の
戦

い
の
頃
、
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
年
）
宇
治
川
の
先
陣

争
い
で
名
を
上
げ
た
源
頼
朝
の
家
臣
、
佐
々
木
四
郎

高
綱
が
出
家
し
、
法
名
を
了
智
と
申
し
、
親
鸞
聖
人
の

仏
弟
子
と
な
り
創
建
し
た
大
変
由
緒
あ
る
お
寺
で
、

現
在
も
長
野
県
松
本
市
大
手
町
に
現
存
し
て
い
ま
す
。

永
禄
十
年
（
一
五
六
七
年
）
織
田
信
長
岐
阜
入
城
の

時
に
、
教
秀
法
師
を
召
出
さ
れ
十
間
四
面
の
寺
地
を

拝
領
し
、
寺
号
を
欲
生
寺
と
致
し
ま
し
た
。

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
年
）
関
が
原
の
戦
い
で
西
軍

に
つ
い
て
敗
れ
た
岐
阜
中
納
言
秀
信
卿
岐
阜
落
去
の

際
、
家
老
の
木
造
左
衛
門
具
政
の
岐
阜
屋
敷
を
拝
領

し
、
そ
の
跡
地
が
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
年
）
現
在

の
寺
地
と
な
り
、
今
に
木
造
町
の
地
名
を
残
し
て
い
ま

す
。三

代
目
善
通
法
師
の
代
に
至
り
、
京
都
本
願
寺
第

十
二
代
准
如
上
人
よ
り
寺
号
を
蓮
生
寺
と
改
名
成
し

下
さ
り
、
こ
れ
よ
り
蓮
生
寺
と
号
し
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

本
尊
須
弥
壇
に
ご
安
置
し
て
あ
り
ま
す
ご
本
尊
（
木
造
阿
弥
陀
如

来
立
像
）
は
、
江
戸
時
代
の
大
仏
師
康
雲
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
の
作

で
あ
る
と
の
鑑
定
書
を
く
だ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ご
本
尊
は
、
平
成

八
年
（
一
九
九
六
年
）
一
部
古
文
書
と
共
に
『
岐
阜
市
重
要
文
化
財
』

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

創
建
以
来
四
九
〇
余
年
の
長
い
歴
史
を
持
つ
蓮
生
寺
に
は
、
天
文

五
年
（
一
五
三
六
年
）
初
代
教
秀
法
師
が
信
州
を
出
る
と
き
背
負
っ

て
き
た
で
あ
ろ
う
「
阿
弥
陀
如
来
絵
像
軸
」
及
び
「
六
字
名
号
軸
」
を

は
じ
め
数
々
の
寺
宝
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
天
正
十
一
年
・
慶
長
五
年
の
戦
火
、
貞
享
三
年
・
寛
保

三

年
の
歴
史
に
残
る
岐
阜
大
火
に
類
焼
し
、
近
く
は
濃
尾
大
震
災
に

よ
る

本
堂
、
書
院
倒
壊
等
、
度
重
な
る
災
害
に
も
関
わ
ら
ず
、
先
人

の
方
々

が
命
に
か
え
、
守
り
通
し
て
く
だ
さ
っ
た
寺
宝
で
あ
り
ま

す
。

木造阿弥陀如来立像



浄土真宗本願寺派

大宝山 蓮生寺

〒５００－８０８６

岐阜市木造町１０

電話（０５８）２６３－９８９２

FAX（０５８）２６２－０２５４

年間行事のご案内

元旦（修正）会 １月 １日

報恩講法要 １月１２日

仏壮物故会員追悼法要 ２月中旬

仏婦物故会員追悼法要 ２月中旬

特別永代経法要 ３月と９月のお彼岸

初参式 ５月 ５日

大谷本廟（西大谷）参拝 ５月下旬

盆会総永代経法要 ８月１２日

キッズサンガ ８月下旬

仏壮・仏婦報恩講法要 １１月中旬

聞法のつどい １１月中旬

蓮華講 毎月第３日曜日

旧本堂の鬼瓦


